
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
コンクリート梁の周面に樹脂を含浸させた補強繊維シートを貼着して該梁を補強する方法
に於いて、貼着される補強繊維シートの複数枚を重層してその中間部に樹脂を含浸硬化さ
せた板状部と残余の未含浸部とを有する甲殻シートを形成しておき、該甲殻シートの板状
部を該梁の１周面に接着剤を介して貼着したのち未含浸部を該梁の他の周面に貼着し、該
未含浸部に樹脂を含浸させ硬化させることを特徴とするコンクリート梁の補強方法。
【請求項２】
上記板状部の表面に、塗装や樹脂モルタル、耐火被覆などの仕上げ材を設けておくことを
特徴とする請求項１に記載のコンクリート梁の補強方法。
【請求項３】
上記甲殻シートの板状部を上記周面に貼着したのち該周面に釘で固定することを特徴とす
る請求項１に記載のコンクリート梁の補強方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、コンクリート製の橋脚や建築物の梁を補強繊維シートを貼着して補強する補強
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】

10

20

JP 3808189 B2 2006.8.9



従来、コンクリート梁の剪断補強方法として、図１に示したように、亀裂や汚れを落とし
て下地処理したコンクリート梁ａに、プライマーを塗布し樹脂を塗布したのちテープ状の
補強繊維シートｂを巻き付けて貼付け、その表面に樹脂を塗布して該シートの補強繊維間
に樹脂を含浸させ、その樹脂を硬化させることを繰り返して該梁ａの周面に多層の補強繊
維層を形成したのち、その上に塗装や樹脂モルタル、セメントモルタル、耐火被覆材など
の仕上げを施している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
該シートは梁に１層ずつ巻き付けて樹脂の含浸硬化を行うので、多層に巻き付ける場合、
その貼付けと樹脂の硬化のために多くの時間が掛かり、その貼付け後に塗装や耐火被覆等
の仕上げ材を設けるためにも多くの時間が掛かる不都合があった。また、梁の下端に該シ
ートを貼着する場合、作業員の姿勢は上向きになるので、作業性が低下し品質不良を起こ
しやすい不都合もあった。シートに含浸させた樹脂の硬化時間は、外気温、湿度などに影
響されやすく、環境雰囲気が悪いときには換気等の対策を行ってその硬化時間が長引かな
いようにする必要があり、作業が煩雑になる欠点があった。
【０００４】
本発明は、コンクリート梁に補強繊維シートを多層に巻き付ける補強作業を短時間に完了
できる補強方法を提供することをその目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明では、コンクリート梁の周面に樹脂を含浸させた補強繊維シートを貼着して該梁を
補強する方法に於いて、貼着される補強繊維シートの複数枚を重層してその中間部に樹脂
を含浸硬化させた板状部と残余の未含浸部とを有する甲殻シートを形成しておき、該甲殻
シートの板状部を該梁の１周面に接着剤を介して貼着したのち未含浸部を該梁の他の周面
に貼着し、該未含浸部に樹脂を含浸させ硬化させることにより、上記の目的を達成するよ
うにした。該板状部の表面に、塗装や樹脂モルタル、耐火被覆などの仕上げ材を設けてお
くと、仕上げ材を施工する時間を短縮できる。該甲殻シートの板状部を該１周面に貼着し
たのち該周面に釘で固定すれば、該板状部を周面に密着して良好な貼着状態で貼着できる
。
【０００６】
【発明の実施の形態】
　本発明の実施の形態を図面に基づき説明すると、図２に於いて符号１は、炭素繊維、芳
香族ポリアミド繊維、ガラス繊維等の引張強度が大きい 一方向に繊維方向を揃
えて長手シート状に編織した補強繊維シートを示し、 その編織を行うために

交叉する方向に配列した適当な合成繊維である。該補強繊維シート１の複数枚、例え
ば５枚を用意し、各シート１の繊維方向を揃えて図３に示したように重ね、その両端部を
除いた中間部にエポキシ系樹脂やポリエステル系、ビニルエステル系、フェノール系、ポ
リイミド系等の樹脂を含浸させてこれを硬化させ、図示のように ２が分離した両
端部の未含浸部１ａと、中間部の板状部１ｂとを有するＦＲＰ状の甲殻シート１ｃを予め
作製する。１ｄの部分は遷移部である。該甲殻シート１ｃの板状部１ｂは、補強すべきコ
ンクリート梁の周面形状に合わせ屈曲させて形成してもよい。また、該ＦＲＰ状の硬化し
た甲殻シート１ｃの外面には、塗装や樹脂モルタル、セメントモルタル、耐火被覆等の仕
上げ材７を設けておくことが好ましい。
【０００７】
該甲殻シート１ｃの作製は工場に於いて行われ、作製したものを補強工事現場へ搬入し、
図４に見られるように、補強すべきコンクリート梁３の周面に該板状部１ｂを接着剤６に
より接着し、そのあと未含浸部１ａに前記樹脂を含浸させて該周面に貼着する。該未含浸
部１ａは該梁３の全周が空いているときは、周囲を捲回して互いに重ね合わせて貼着され
る。甲殻シート１ｃは該梁３の周面を一端から他端まで覆うように、次々に複数の甲殻シ
ート１ｃを貼着する。該接着剤は前記の含浸樹脂と同じ種類の樹脂接着剤を使用すること
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が好ましい。該甲殻シート１ｃの板状部１ｂを接着剤で該柱３の周面に貼着するとき、図
５或いは図６に見られるように、該板状部１ｂをコンクリート釘４で該梁３に直接固定し
、或いは棧木５を介してコンクリート釘４を打ち込んで固定すると、板状部１ｂと該梁３
の周面とが接着剤を介して密着し、接着が確実になる。該接着剤及び含浸樹脂が硬化する
と、該甲殻シート１ｃはコンクリート梁３と一体になり、該梁３に剪断荷重が作用したと
きの剪断力の一部を甲殻シート１ｃの補強繊維が支えて補強作用を営む。
【０００８】
該梁３を曲げ補強する場合は、補強繊維の方向を該梁３の長さ方向に揃えて重ねた複数枚
の補強繊維シートに樹脂を含浸させて形成したＦＲＰ板８を必要枚数だけ該梁３の下面に
、図７に見られるように接着剤で貼着しておき、その表面に前記剪断補強の場合と同じよ
うに該甲殻シート１ｃを貼着する。該梁３の全周面に貼着が完了すると、該梁３に曲げ荷
重が作用したとき、該ＦＲＰ板８が曲げ荷重を支えて補強作用を営む。この場合も該板状
部１ｂをコンクリート釘４等で固定し、板状部１ｂと該梁３の周面との接着を確実にする
ことが好ましい。
【０００９】
従来はコンクリート梁３に５層の甲殻シートを貼着して補強する場合、シート１層の貼付
けに１日、樹脂の硬化に１日かかるので、都合１０日かかるが、本発明の５層構成の甲殻
シート１ｃを使用することにより２日で完工でき、該シート１ｃの外面に予め仕上げ材７
を設けておくことで仕上げ工事を省略でき、その補強工事を短縮できる。また、梁３の下
面に対する補強作業は複数枚の補強シートの貼着を１回の作業で終了できるので、作業が
楽になり、品質の良い補強を行える。
【００１０】
【発明の効果】
以上のように本発明によるときは、コンクリート梁に貼着する補強繊維シートの複数枚を
重層してその中間部に樹脂を含浸硬化させた板状部と残余の未含浸部を有する甲殻シート
を形成しておき、該板状部を該柱の周面に接着剤を介して貼着したのち未含浸部を該周面
に貼着し、該未含浸部に樹脂を含浸させ硬化させるようにしたので、コンクリート梁に補
強繊維シートを多層に貼着する補強作業を簡単に行えると共に環境に左右されずに短時間
に完了でき、作業設備も簡単になるので経済的であり、該板状部の表面に耐火被覆などの
仕上げ材を設けておくことによりその作業をより一層短縮出来る等の効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来のコンクリート梁の補強工事の説明図
【図２】本発明の方法に使用した繊維補強シートの斜視図
【図３】甲殻シートの斜視図
【図４】コンクリート梁の剪断補強状態の截断平面図
【図５】甲殻シートの固定部分の断面図
【図６】甲殻シートの固定部分の断面図
【図７】コンクリート梁の曲げ補強状態の截断平面図
【符号の説明】
１　補強繊維シート、１ａ　未含浸部、１ｂ　板状部、１ｃ　甲殻シート、２　
、３　コンクリート梁、４　コンクリート釘、５　棧木、６　樹脂接着剤、７　仕上げ材
、
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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